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P3・25−7　常位胎盤早期剥離 に おける早期診断の 課題
〜

凝固
・
線溶分子マ ーカー

の 診断へ の 応 用

福井県済生会病院
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【目的】妊 娠 高 血 圧 腎 症 は常 位胎 盤早 期剥離の リ ス ク 因 子 と され る が ，そ の 発 症の 予 知や 早期診断 は 非常 に 困難で あ る，本演

題 で は，妊娠高血 圧 腎症 患 者で 凝 固分 子マ ーカー （SFMC ）や線溶分子マ ーカー （FDP ・D −dimer）の 測 定が，急速遂娩 も し

くは待機療法を選択す る判断材料 に なりうる か 検討した．【方法】対象 は，当院で 経験 した 常位胎盤早期剥離症例の うち，当院

の 個人情報保護指針にそ っ て イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トが得られ た 1）37週未満の ，常位胎盤早期剥離 10例 （preterm 早剥

群） と PIH14 例 （prete  PIH 群）お よび 2）37週 以 降の．常位胎 盤 早期 剥離 7例 （term 早剥群 ） と PIH25例 （ter皿 PIH

群） で ある．それ ぞ れ に つ い て，入院時 また は発症時の SFMC ・FDP ・D −dimer値を比較検討 した，【成績】37週未満 で は

SFMC の 平均値 は，早剥群 146．1μg／mL 　vs ．　PIH 群 14．3μg／1nL，　 FDP の 平均値 は，早剥群 75，4μg／mL 　vs，　Pm 群 7．5μg／mL ，
D −dimerの 平均値 は，早剥群 27．3 叫g／mL 　vs ．　PIH 群 3．2　pg／mL ，2）37週以 降で は SFMC の 平均値 は，早剥群 1143　pg／mL

vs ．　PIH 群 8．1μg／mL ，　FDP の 平均値 は，早剥群 66。9μg／mL 　vs ，　PIH群 6．0μg／mL ，　D −dimerの 平均値は，早剥群 27．0μg／mL

vs．　PIH 群 29 μg／mL ，．両早剥群で は，両 PIH 群と比較して ，凝固
・線溶マ ーカーが い ずれ も有意に高値 （p 〈 O．Ol）で あ っ

た，【結論】カ ッ トオ フ値を SFMC 　50．Oμg／mL ，　FDP 　IO．Oμg／mL ，
　D −−dimer　5．O　pg／mL に設定すると，37週未満で は 感度 ： 特

異度が SFMC （80％ ：100％）FDP （80％ ：78％）D −dimer（90％ ：78％ ），37週以 降 で は 同様 に，　 SFMC （85％ ：96％）FDP

（100％ ： 84％）D−dimer （100％ ：88％ ）で，それぞれ確定 ・除外診断す る こ とが で きた．

P3・25・8　常位胎盤 早期剥離 と凝固線溶系物質の 関連性 に つ い て の 検討
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【目的】常位胎盤早期剥離 （以 下早剥）は，超音波検査で の胎盤後血腫の存在や外出血 板状硬，胎児心拍モ ニ タ リ ン グ異常

な どで 診断 され る が
。

こ れ らの 所見 が なく診断が容易 で ない 症例 も多 く経験す る ，今回わ れ わ れ は 早剥症例 に お い て，母体の

凝 固線溶系物質で あ る フ ィ ブ IJ ノーゲ ン （以 下 Fib）・FDP ・血小板の 関連性 につ い て 検討を行 っ た．【方法】2003年 4 月一2012
年 3 月まで に当科で 経験 した 早剥症例の 中で，発症時の 検査 で，母体の 凝固線溶系物質 を測定 した 93例を対象とし，早剥症

例の 臍帯血 ガス や 帝王 切開時の 出血 量 との 関係を後方視的に 検討 した．また 早剥症例 と選択的帝王切 開症例 （control 群）の

凝 固線溶系物質を後方視的 に比較検討した，【成績】Fib値は低値で あれ ば，臍帯血 ガス pH は低値を示 し，正 の 相関を 認め た，
また Fib 値と帝王 切開時 の 出血 量 と は負の 相関 を認め た．しか し．FDP 値や 血 小板値 は pH や 出血 量 と有意差を示す相関を認

め なか っ た，次 に早剥群 と control 群の 凝固線溶系物質を比較検討す る と， 早剥群 におい て Fib・血小板値は 有意に 低値で あ

り，FDP 値は有意に 高値で あっ た．週数別 （22−27週，28−32週，33週 以 降）に分 け て比 較 した場合，早剥群 の Fib ・血 小板

値 は，control 群 と比 較 して ，い ずれ の 週数で も有意に低値 で あっ た．また Fib 値を成人 に おける正常上 限値 で ある 345ng／dl
で cut　off 値 とす る と，早剥の 診断精度 は感度 71．6％，特異度 92．7％ で あっ たが，　 FDP ・血 小 板 と もに有益 な cut　off値 は得 ら

れ なか っ た．【結論】凝 固線溶系物質の 中で，母体 Fib値は早剥を 診断する 手段 や 重症 度を 示 す因子の 1 つ に なり得 る と考え ら

れた が，FDP と血小板 は，早剥 の 診断や 症度 を示す因子 とは な り得なか っ た．

P3−25・9　常位胎盤早期剥離外出 血 型 と前置胎盤警告出thLに お ける凝 固線溶系マ ーカー
測定の 検討
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【目的】常 位 胎 盤 早 期剥 離外 出 血型 と前置 胎 盤警 告 出血 は双 方 と も発 症 時 に 多量 の 性 器 出 血 を 認 め る が，そ の 出血 が子 宮 胎 盤

循環 に及ぽ す影響 は異 な っ て い る と推 察 され る，本演題で は，凝 固分子 マ ーカー
（可溶性 フ ィ ブ リ ン モ ノマ

ー
複合体 ： SFMC ，

ア ン チ トロ ン ビ ン ： AT ）や 線溶分子 マ
ー

カ
ー

（FDP ，　 D −dimer）を測定 し，常位胎盤早期剥離 と前置胎盤 の 多量性器出血 を

認め た例で 後方視的に 検討した．【方法】対象 は 当院に おける個人情報保護方針 に基づ きイ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを得 られ

た 症 例 で ，2007年 10月か ら 2012年 7月 に 当院 で 常位胎 盤早期 剥離外 出血 型 と診断 され た 11例 と，前置胎 盤警 告 出血 と診断

され た 6 例で ある．多量の 性器出血 を認め た 時点の 凝固マ
ーカー4項目の 値 につ い て 比 較検討 した．【成績】SFMC の 平均値 は

早 剥 126．1μg／mL ，前置胎盤 3．3μg／mL で あり，早剥群で 有意 に 高値で あっ た （P ＜ 0．Ol）．　 AT の 平均値 は 早 剥 87％，前置胎

盤 93％ で あ り，両者で 有意差は 認め な か っ た．FDP の 平均値 は 早SU　29．67pg／mL ，前置胎盤 4．94pg／mL で あ り，早 剥群で 有

意 に高 値で あ っ た （P＜0．Ol）．D −dimerの 平 均 値 は早 餬 ll．36μ［timL，前置 胎 盤 282μg／mL で あ り，早剥 群 で 有意 に 高値 で あ っ

た〔P ＜ O．Ol）．【結論】常位胎盤早期剥離外出血 型で は，前置胎盤警告出血 に比べ ，　SFMC ・FDP ・D −di皿 er が有意に 高値 で あっ

た．こ れらの マ ーカー上 昇の 原因 と して ，常位胎盤早期剥離で の 後血 腫形成 の 影響が 考え られ た．
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